
図１ 陽極酸化ポーラスアルミナの模式図
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近年，ナノ構造体で構成された高感度センシングデバイス，非線形光学デバイス，高密
度磁気記録メディアなどの様々な機能性ナノデバイスが提案されている．ナノ構造体の
作製手法としては，半導体微細加工技術，化学合成法，レーザー加工技術などが挙げら
れる．しかしながら，ナノ構造体の形状や配列を精密に制御することは未だ技術的に困
難である．ナノ構造体の作製手法の一つに陽極酸化ポーラスアルミナをテンプレートと
する手法が提案されている．陽極酸化ポーラスアルミナは，表面に直行するナノ細孔が
自己組織的に規則配列したポーラス構造体であり（図１），ナノデバイスを作製するため
の出発材料として知られている．私たちのグループでは，これまでにポーラスアルミナ
の幾何構造の制御と機能性デバイスへの応用について検討を行ってきた [1~7]．陽極酸
化ポーラスアルミナは，Ａｌを酸性電解液中にて陽極酸化することでＡｌ表面に形成され
る．そしてナノ細孔の配列間隔，直径，長さ等は陽極酸化条件を適切に変化させること
で制御可能である．本講演では，陽極酸化ポーラスアルミナの幾何構造制御と，ポーラ
スアルミナにもとづいたセンシングデバイスや反射防止構造等の機能性デバイスへの応
用について述べる．
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